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出席者は記録者が印を付ける。

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
・医療機器等管理委員会研修が8/27・8/28の17：15～18：00、4階 ユーティリティであります。
事前に出席の入力を確実に行って下さい。
・第2回法人研修を下記の通り実施します。
日時：8月30日（木）8月31日（金）17：30～18：30　
場所：メンタルケア病棟4階 メモリアルホール　
テーマ：「上手な自己表現とメンタルヘルス」
講師：小嶋　彩香TOL
当日の出欠予定の入力を各自で確実にお願い致します。
＜患者様連絡事項＞

・関川　勲様～採血・電解質の検査を実施した際、ナトリウムが135だった為、経過観察としています。

・畑中　成夫様～終日隔離継続中であったが、夜間帯水掛行為が出来ずに欲求がたまり発散す　　

るために自分で自分の目を殴り、両眼球周囲に内出血あり。又、本日もドア蹴りとスタッフへの水掛けを繰り返し自分を抑えられないという発言あり。自傷行為の危険性高い事から9：00終日隔離から身体拘束へ処遇変更の指示あり開始となっています。
本日昼食時にはスタッフ見守りにて突発的な行動等なく自力で全量摂取されていますが、夜間帯は全介助で行うようお願いします。月曜日のカンファレンスで改めて今後の対応を検討します。両眼球周囲の内出血については、Drより特に検査等は必要なく経過観察の指示出ています。

現在体幹拘束していない為、拘束が外れる可能性は十分にあります。頻回な巡視を行い、身体及び拘束の状態の確認をお願いします。

・木村　春雄様～粘張痰で吸引困難な為、Dr報告しDIV⑤ヴィーンDにブロムへキシン1A混注の指示が出ています。

・木村　格治様～本人希望による13日の外出ですが、主治医より許可出ています。

・管　利彦様～本日より外泊中。帰院時には外泊中の様子を忘れずに伺うようにして下さい。

・鹿原　雄一様～本日より外泊中。帰院時には外泊中の様子を忘れずに伺うようにして下さい。

・安達　貴浩様～本日朝食時に多量の嘔吐あり、朝食は不摂取となっています。「昨日外出時に購入したお菓子等を大量に食べた。」「外出時の生うに食べた。」等話されています。その後経過観察していますが、昼食は主食1/2副食1/4摂取し、嘔吐などなく経過されています。

・久保　興介様～今月13～14日の外泊の希望が家族より出ています。

・成田　賀枝様～本日13:00頃、スタッフオフィス前での転倒がありました。本日朝食時にもスタッフの目の前で転倒しそうになり、スタッフが支える事がありました。本人は胸と膝をぶつけたと訴えられていますが、外傷はなくDrに報告し経過観察としています。

　　　　　　　　明らかにスタッフの目を意識し行動する様子見られる為、適度な距離を保ちながら、安全に過ごせるよう介入していきましょう。

・高橋　礼子様～本日昼食時に強い拒食見られています。スタッフを変えての対応や再三の声　　　　　　　掛けを行っていますが、不摂取となっています。発語はないものの、落ち着きなくそわそわする様子見られる為、今後の本人の様子を観察していきましょう。夜間大部屋で対応困難な時には空室になっている16号室を使用し休んでいただきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～日課は問題なく行い、服薬にも拒否見られませんが、作業時などに西病棟に行こうとする行動見られています。よくお母さんを探すという理由が聞かれていますが、本人希望により西病棟に行かれた際は、誰かを探すような行動は見られていません。スタッフ声掛けにより本人納得され、すぐに作業等に戻られていますので、今後も本人に無理をさせず、スタッフ付き添いにて西病棟行くことで安心させる対応をとりましょう。

・平野　稔様　～措置解除に向けて13日（月）に兄様話し合いを行う予定となっています。

＜事故の振り返り＞

・畑中　成夫様～以前は対人に対しての攻撃性が見られていましたが、現在は尿を飲む・便を食べる・自分を殴る等行動が変わってきています。早急にケースカンファを実施すると共に、今後の対応を検討していきましょう。

